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【背 景】 

 当センターは2004年に妊婦を対象とした禁煙外来を開

設し、その後妊娠前の女性や通院している妊婦の夫およ

び児の両親の禁煙支援も行ってきた。 

 

【目 的】 

 開設以来の当センター禁煙外来受診者の喫煙状況、受

診状況、禁煙率などについて検討する。 

 

【方 法】 

 2004年3月～2011年4月までに当センター禁煙外来を受

診した83名（妊婦：50名、非妊婦33名（女性24名、男性9

名）を対象とし、喫煙状況（喫煙本数、呼気中CO濃度

（ppm）、尿中ニコチン濃度指数）、受診状況（受診回

数、禁煙方法(薬使用無し、ニコチン代替療法（ニコチン

パッチ）、内服薬(バレニクリン))など）、禁煙率などに

ついて妊婦と非妊婦(女性／男性)で比較検討した。ま

た、妊婦においては喫煙状況と分娩週数、出生時体重/SD

などとの関連についても検討した。統計学的処理は、t検

定、χ2検定、および多重比較(Dunnett法)を

用いた。 

 

【成 績】 

１．妊婦の平均年齢は30.2歳で非妊婦より若

く、平均受診回数は5.8回で、非妊婦より多

かった（表1）。 

２．受診時年齢と受診回数の分布を図1に示

す。 

 

 

 

表１ 妊婦・非妊婦の臨床像 

図１ 受診時年齢と受診回数の分布 

図２ 初診時と最終受診時の比較 
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３．妊婦は非妊婦(女性)より、初診時の喫煙本数は少な

く、呼気中CO濃度・尿中ニコチン濃度指数も低かった

（表1）。全ての群で喫煙本数、呼気CO濃度、尿中ニコチ

ン濃度のいずれも、初診時より最終受診時に低下してい

た（図2）。 

４．禁煙率は、2回以上受診した妊婦41名、非妊婦28名

（女性22名、男性6名）で求めた。非妊婦(男性)は83.3%

で妊婦(39.0%）より高かったが、非妊婦(女性)は妊婦と

有意な差は認めなかった(図3)。 

５．禁煙方法は妊婦では1名のみニコチンパッチでそれ以

外は薬使用無しであった。非妊婦(女性)では薬使用無

し：2名、ニコチンパッチ：10名、内服薬：10名で、非妊

婦(男性)ではニコチンパッチ：5名、内服薬：1名で薬使

用なしはいなかった（図4）。 

６．禁煙方法別の禁煙率は、内服薬(81.8%)が他の2群に

比べ有意に高かった(図5)。 

７．当センターで単胎分娩した妊婦37名において、喫煙

本数・呼気中CO濃度・尿中ニコチン濃度と分娩週数・児

の出生体重・SDとの相関はみられなかった。 

８．2回以上受診した32名の喫煙本数・呼気中CO濃度・尿

中ニコチン濃度は、初診時と最終受診時で正の相関がみ

られ、初診時の喫煙本数が多いほど禁煙しにくいと考え

られた（図6）。 

 

【結 語】 

 禁煙開始時の喫煙本数が多いほど禁煙しにくく、薬が

使用しづらい妊婦の禁煙率は低かった。禁煙方法として

は内服薬の禁煙率が高く、妊娠前に内服薬で禁煙してお

くことが勧められる。妊婦お

よび児の両親の禁煙が児の防

煙・禁煙に繋がると考えら

れ、今後も当センターの禁煙

支援を継続していきたい。 

図３ 各群の禁煙率 

図４ 禁煙方法 

図５ 禁煙方法別の禁煙率 

図６ 初診時と最終受診時の相関 
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